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NPO法人 観光情報流通機構
（JTREC）について

国連CEFACT（貿易簡易化と電子ビジネスのための国連センター）の観光
旅行領域において、我が国の観光旅行部門として活動するため2007年に
NPO法人として設立されました。
現在の活動の一つとして、UN/CEFACTの「持続可能な観光（サステイ
ナブルツーリズム:ST）ビジネス標準プロジェクト」において、STの自
己評価システムの提案を台湾等と共同で策定し、2023年10月にジュネ
ーブで開催された国連総会で承認されました。
次のステップとして、STの自己評価システムの国際認証の策定につい
て関係各国と連携を開始しています。





～本日のテーマ～

何故いま、SASTAINABLE TOURISM

「持続可能な観光」?



UNWTOによるSASTAINABLE TOURISM

「持続可能な観光」の定義

「訪問客、業界、環境および訪問客を受け入れる

コミュニティーのニーズに対応しつつ、現在および

将来の経済、社会、環境への影響を十分に考慮

する観光」

＊観光庁、JNTOも同定義を引用



何故いま、SUSTAINABLE TOURISM
(持続可能な観光）に取り組むことが必要?

１．オーバーツーリズム
バルセロナ、ヴェネツィア、京都等
＊観光客と住民との摩擦が発生

２．世界危機遺産（戦争、環境汚染などで現状崩壊）
エルサレム、バーミアン、スマトラ熱雨林等が消えた
＊ヴェネツィア（2023の候補になったが日本の支援で
当面先送り）



日本の観光市場規模推移・予測（単位:10億円）
＊2023年以降は予測

COVID-19



コロナ禍がもたらした旅行者の意識変化



Two-thirds of consumers want to see more 
information on sustainability from lodging 
and transportation providers. 

消費者の3分の2が、宿泊施設や交通機関の
提供者に対し、持続可能性に関するより多
くの情報を求めている。



Consumers are willing to pay more for sustainable 
travel options, so illustrating the value and positive 
impact of making more conscientious choices can help 
make the decision even easier. 

消費者は、持続可能な旅行オプションのためにより多く
の料金を支払うことを望んでいるため、より良心的な選
択をすることの価値とプラスの影響を説明することは、
決断をより容易にするのに役立つ。



何故いま、SUSTAINABLE TOURISM
(持続可能な観光）に取り組むことが必要?

⇒



何故いま、SUSTAINABLE TOURISM
(持続可能な観光）に取り組むことが必要?



何故いま、SUSTAINABLE TOURISM
(持続可能な観光）に取り組むことが必要?



宿泊施設を対象とした国際認証（例）



何故いま、SUSTAINABLE TOURISM
(持続可能な観光）に取り組むことが必要?

国際認証機関GSTCの事例





持続可能な観光ガイドライン（JTA,UNWTO 駐日事務所 2020.6） 

Japan Sustainable Tourism Standard for Destinations 



日本の宿泊施設認証制度（例）



2022年認証取得







日本の取得が少ない理由

↓

日本では（ＳＤＧS）当たり前（対応出

来ている）が多く気付かない

↓

外国ではそうではない



当たり前は美徳?

↓

外国人には積極的に発信しないと

分からない



ご清聴有難う御座いました。


